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研究成果の概要(和文)：本研究は、日本の宗教とジェンダーを考えるうえで重要な尼門跡文書の分析

を通じて、近世社会における尼僧と尼寺の役割を明らかにすることを目的に、①慈受院門跡所蔵の

「総持院触留」の研究、②尼僧を中心とした女性ネットワークの研究 ③比丘尼御所、霊鑑寺門跡

の工芸品の調査、以上の3点から研究活動を行った。４ヶ年の期間内に33回の尼寺研究会を開催し、

元禄 11 年～享保 21 年までの「総持院触留」28 冊を講読し、6 回の霊鑑寺工芸品調査を実施して人

形約 170 件・染織品約 70 件・陶磁器約 100 件の調査データを得ることができた。その成果を纏め、

2013 年 3 月に、研究論文 6、「総持院触留史料集」を収載した研究報告書を刊行した。本研究によ

って尼寺を背負う立場にある尼僧たちが積極的に社会に関わっていく姿が明確になった。 
 
研究成果の概要(英文)：This project researches on roles of ama monzeki (imperial convents) 
and ama dera (convents) in early modern Japan through the analysis of documents housed 
at ama monzeki, which are important material for the study of Japanese religion and 
gender histories. For this purpose, this project took three approaches： 1. Survey on “Sōji-in 
furedome” in the collection of Jiju-in monzeki; 2. Study on the role of nuns within social 
networks of women; and 3. Survey on arts and crafts in the collections of Reigan-ji monzeki 
(former bikuni gosho). For the period of four years, members of the project held thirty-three 
meetings, and read through twenty-eight volumes of “Soji-in furedome”, which are dated 
from 1698 (Genroku 11) to 1736 (Kyoho 21). In addition, we made six research visits to 
Reigan-ji monzeki and recorded data of 170 dolls, 70 textiles and 100 ceramic works in the 
convent collection. Soji-in furedome shiryōshū, a report on the research results with six 
academic essays, was published in March 2013. The project has revealed that, in early 
modern Japan, nuns, whose main responsibility is to operate convents, also played active 
roles in secular society. 
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研究分野：ジェンダー 
科研費の分科・細目：ジェンダー 
キーワード：ジェンダー・仏教・女性・尼寺・比丘尼御所・御所人形・触留・霊鑑寺 
 
１．研究開始当初の背景 
尼門跡寺院は、近世に皇女・王女・公家の子

女が入寺した比丘尼御所を前身とする尼寺で、

京都に 11 ヶ寺、奈良に 3 ヶ寺が残り、多量の

近世・近代文書を所蔵している。ここには、尼

僧が自らの手で記載した文書が含まれ、貴重な

ジェンダー史料群である。1999 年度から 2008
年度までの 10 ヶ年間、科学研究費補助金を得

て、文書調査を活動の中心に据えた(1)～(3)の研

究を実施してきた。 
(1) 課題名：「中・近世文書にみる尼門跡寺院 
の歴史的変遷と生活文化、尼僧の信仰研究」、

種目：基盤研究(Ｂ)、期間：1999～2002、番号：

1141009、分野：日本史、研究代表者：相愛大

学教授 西口順子 
1998 年度に研究代表者：西口順子は特別研究

助成（課題名「尼門跡寺院の調査と研究」）を得

て光照院の予備調査を行ったが、その成果をも

とに、岡佳子(大手前大学)・牧野宏子(関東学院

大学)を研究分担者として、本格的な文書調査を

開始し、光照院蔵の近世・近代文書 1 件ごとの

調査データを取り、マイクロフィルムによる撮

影を行い、絵画・書跡・陶磁器等の美術品調査

も終了した。2000 年度から霊鑑寺、2001 年度

から中宮寺調査も開始した。 
(2)課題名：「尼寺文書調査を基盤とした日本の

女性と仏教の総合研究」、種目：基盤研究(Ｂ)、 
期間：2002～2005、番号:14310165、分野:日本

史、研究代表者：大手前大学助教授 岡佳子 
本研究では、岡が西口に代わり研究代表者とな

り、牧野宏子に、岡村喜史(龍谷大学)・牛山佳幸

(信州大学)・原田正俊(関西大学)、杣田善雄(大手

前大学)、高木博志(京都大学)、切畑健(大手前大

学)、松浦典弘(大手前大学)を研究分担者に加えた。

中宮寺・霊鑑寺調査を継続、2003 年度より慈受

院を調査対象に加えた。霊鑑寺調査ほぼ終了した

が、中宮寺と慈受院調査は完了せず課題となった。

また 7 回の尼寺文書研究会を開催し、古代から近

代までの女性と仏教と女性に関する 13の報告を

行った。最終的には論考と光照院門跡所蔵 1556
件の文書データを収載した目録を掲載した研究

報告書を公刊し、その成果を公開した。 
(3) 課題名：「日本の宗教とジェンダーに関する

国際総合研究―尼寺調査の成果を基礎としてー」、

種目：基盤研究(Ｂ)、期間：2006～2008、番号：

18310171、分野：ジェンダー、研究代表者：大

手前大学助教授 岡佳子 
前研究の研究分担者に、平雅行(大阪大学)、勝

浦令子(東京女子大学)・吉田一彦(名古屋市立大

学)・原口志津子(富山県立大学)・佐藤文子(佛教

大学)を加え、研究組織を構成した。2008 年度に

は、西口・杣田・佐藤が連携研究者へ移行、新た

に、岸本香織(京都造形芸術大学)が加わった。 
本研究では中宮寺・慈受院の文書調査が全て終

了した。霊鑑寺の書跡・絵画調査の実施し、5 回

の尼寺研究会を開催した。2007 年 11 月には米国

ハーバード大学において、ライシャワー日本研究

所との共催で、国際シンポジウム “BEYOND 

BUDDHOLOOGUY：NEW DIRECTION IN 
THE STUDY OF BUDDHISM” を開催、第一日

目 ‘WOMEN AND THE HISTORY OF 
JAPANESE BUDDHISM’、において、研究代

表者・研究分担者 11 名と阿部龍一(ハーバード大

学教授)他米国研究者 8 名が参加し、活発な討議

が行われた。2009 年 3 月には、シンポジウム記

録、5 論考を収載した「Ⅰ本文編」、「Ⅱ霊鑑寺文

書目録」(文書データ件数：3370)、「Ⅲ中宮寺文

書目録」(同：4358)「Ⅳ慈受院文書目録」(同：

4318)の 4 冊の報告書を刊行した。 
(1)～(3)までの過去 10 年間の研究によって、光

照院・霊鑑寺・中宮寺・慈受院の約 12500 件の

調査データと写真資料を得ることができたが、こ

れらの厖大な文書を活用して研究の深化を目指

すことが、将来の課題として残った。 
２．研究の目的 
現在、京都・奈良に残る尼門跡は、皇女・王

女・公家の娘が入寺した近世の比丘尼御所を前

身とする。一般に、比丘尼御所は高貴な女性が



幼少より入寺し、在俗の頃と同様に御所人形や

遊技具を身辺におき絵を描き和歌を詠みながら

終生暮らす閉鎖的な空間と見られてきた。しか

し、尼僧たちがその思想や行動を自らの手で記

述した近世・近代文書によって、寺院を背負う

立場にある尼僧たちが積極的に社会に関わって

いく姿が明確に浮かび上がってきた。比丘尼御

所は閉じられた世界などではなく、社会に開か

れた場所であった。この事実は日本の宗教とジ

ェンダーを考えるうえで極めて重要な点である。 
本研究では、尼門跡文書の分析を通じて、近

世社会における尼僧と尼寺の役割を明らかにす

ることを目的とし、①慈受院門跡所蔵の「総持

院触留」の研究②尼僧を中心とした女性ネット

ワークの研究③比丘尼御所、霊鑑寺門跡の工芸

品の調査の研究活動を行った。 
３．研究の方法 
(1)研究の役割と研究テーマの設定 
本研究の参加者は、下記の通り、研究におけ

る役割を定めるとともに、日本の宗教とジェン

ダーに関する個々のテーマを設定した。 
研究代表者：岡佳子(研究の統括・霊鑑寺工芸

品調査担当、工芸品と尼門跡文書にみる尼僧を

中心とした女性ネットワークの研究)、研究分担

者：岡村喜史(「総持院触留」研究会担当、近世

比丘尼御所の公儀支配の実態研究)・岸本香織

(「総持院触留」講読副担当、中・近世における

公家方の女性と尼僧の関係研究)、連携研究者：

西口順子(研究会の参加・尼僧を中心とした女性

ネットワークの研究指導)・杣田善雄(「総持院

触留」の講読指導、近世の門跡と比丘尼御所の

比較研究)・牧野宏子(研究会の参加、国文学と

民俗資料にみる近世の尼僧を中心とした女性ネ

ットワークの研究)・佐藤文子(霊鑑寺門跡工芸

品調査副担当、古代・中世における尼僧を中心

とした女性ネットワークの研究)・原口志津子

(霊鑑寺工芸品調査副担当、尼寺の美術品にみ

るジェンダー研究)・水谷友紀(研究会の講読

補助、近世の中宮寺と在地の研究)・青谷美羽

(研究会の講読補助、近代の尼門跡寺院研究)
である。さらに切畑健（霊鑑寺門跡工芸品調査

の指導・助言）、高橋大樹（研究会の講読補助）

が研究協力者として参加した。 

(2)尼寺文書研究会の開催と史料講読 
本研究では月 1 回の割合で、尼寺文書研究会

を開催し公儀から比丘尼御所に下した触を書き

留めた慈受院蔵「総持院触留」を対象に、研究

組織全員が分担箇所を決め、それらを講読した

うえで、翻刻作業を行った。 
2009年度は第13回～19回迄の全7回を開催

し、元禄 11 年～正徳 6 年迄の「総持院触留」

10 冊を講読した。2010 年度は 第 20～27 回

迄の全 8 回を開催し、「総持院触留」享保 2 年

～13 年迄の 10 冊を講読した。本年度から研究

発表を加えた。その詳細は、小椋百合子「「西大

寺流」尼寺の活動」(第 25 回)、西口順子「仏教

は女性を差別しなかったかー工藤美和子氏「平

安期における女性と仏教について」を読んでー」

(第 26 回)、高橋大樹「室町・戦国期王家葬礼仏

事を考えるー般舟三昧院の成立・展開と西山派

寺院ー」(第 27 回)である。 
2011 年度は、第 28～37 回迄の全 10 回を開

催、享保 14 年～21 年迄の全 8 冊を講読した。

研究発表は、岸本香織「慈受院蔵「触留帳」に

見られる嘉永大火に関する触について」(第 29
回)、岡佳子「前近代における「美術」概念の変

遷」1・2(第 32・33 回)、岡村喜史「親鸞・恵信

尼とその家族―本願寺の系図を通して―」(第 35
回)、水谷友紀「薬師寺郷の近世」(第 36 回)、
青谷美羽「門跡・比丘尼御所の歴代墓地にみる

陵墓管理の一断面」(第 37 回)であった。   
2012 年度は、第 38～46 回の全 9 回を開催

したが、最終年度であるため、主に 3 年間の整

理を行った。前年度まで 28 冊を講読したが、

うち享保 13年までの 20冊を研究報告書に史料

集として掲載することとし、研究参加者全員で

翻刻文の再度の読み合わせを行い、史料校訂と

原稿作成を行った。 
本研究会には、研究組織のみならず、関西・

関東の大学の学生・院生が参加し、講読と翻刻

を行った。 
(3)霊鑑寺門跡の工芸品調査 
本研究では、京都の院霊鑑寺門跡蔵の工芸品

調査を 6 回実施した。2009 年度は夏期 2 日、

冬期 3 日で実施し、江戸中期～明治に至る御所

人形・賀茂人形等を調査した。2010 年度は、夏



期 3 日、冬期に 3 日の 2 回の調査で、江戸中期

～大正期に至る打敷・法衣等の染織品を調査

したが、切畑健(大手前大学・元教授)が研究協

力者として調査指導を行い、研究組織全員がそ

れに参加した。2011 年度は、冬期に 3 日で実施

し、霊鑑寺の蔵整理を兼ねて所蔵品を悉皆調査

した。2012 年度は、冬期に 3 日の 1 回で、研

究代表者：岡佳子が江戸時代前期～明治期まで

の茶道具・食器などの陶磁器調査を担当した。 
調査対象品に関しては作品名・法量・年代・

保存状態等の基礎データを採取し、1 件ごとに

細部に至るまでの撮影を行った。 
(4)研究報告書の作成 

2012 年度後半には、尼寺文書研究会における

慈受院蔵「総持院触留」の講読と翻刻、霊鑑寺

工芸品調査、および各研究者の研究を纏める作

業を行い研究報告書の作成を行った。 
４．研究成果 
本研究の特色は、課題名の副題に「近世社会

における尼僧と尼寺の役割」とあるように、近

世という時期に特化したことである。日本の女

性と仏教研究では、近世の研究はさほど進んで

いないが、過去 10 年の尼門跡寺院の近世・近

代文書調査の成果を基盤とした本研究では近世

研究が大きく進展した。 
その成果は、研究論文 6 本と「総持院触留史

料集」を掲載した、研究報告書「日本の宗教と

ジェンダーの研究―近世社会における尼僧と尼

寺の役割―」（全 211 頁、岡佳子編・発行、2013
年 3 月 20 日）として公開した。 
本研究では、厖大な尼門跡所蔵の文書群のな

かから、慈受院蔵「総持院触留」を選択し、33
回の尼寺研究会を開催して講読と翻刻を行った。

総数 160 冊に及ぶ「総持院触留」のうち僅か 20
冊にすぎないものの研究報告書に史料集を掲載

し、学界に新資料を提供することができた。報

告書において岸本香織が解題「慈受院蔵「総持

院触留」―元禄十一年から享保十三年の翻刻―」

を執筆し、『京都町触集成』『妙法院日次記』収

載の公儀触と対照させて考察を行ったが、この

ような比較研究が実現したことは、史料集公刊

に依るところが大きい。 
霊鑑寺門跡工芸品調査によって尼僧の身辺で

使用された人形約 170 件・染織品約 70 件・陶

磁器約100件の調査データを得た意義も大きい。

報告書には切畑健が「霊鑑寺門跡の人形・染織」

を執筆し、霊鑑寺に入室した皇女たちの実像を

工芸品によって明確にし、さらに江戸時代後期

の人形・染織の作品編年をも試みた。その成果

が学界に寄与する所は大きい。報告書に岡佳子

が「霊鑑寺門跡の陶磁器」を執筆し、近世の禁

裏御用品の肥前・京都の陶磁器の実態を明確に

した。原口志津子が 2008 年度の書画約 100 件

の調査成果をもとに「霊鑑寺門跡所蔵の書画」

を執筆、霊鑑寺宮の書画製作活動、女性住持の

頂相を取りあげ、絵画にみるジェンダーの問題

を論じた。一門跡が所蔵する美術・工芸資料の

内容が一括して提示されたことはこれまでなく、

美術史の成果としての意義も大きい。また、上

記の論考では、これらの美術・工芸品が霊鑑寺

に在俗女性から寄進された事実を明確にしたが、

これは女性ネットワーク研究の成果である。 
今回は霊鑑寺ともに中宮寺研究も進展した。

中宮寺調査の成果をもとに、岡村喜史が「近世

末期の中宮寺と地域社会」を報告書に執筆し、

中宮寺歴代住職の法会の廻状から群小尼寺を含

めた在地の広大な信仰圏を明確にし、中宮寺の

駆込寺的な性格も論じた。さらに水谷友紀は「戒

師の選択過程にみる近代中宮寺の動向―明治二

十三年を中心にー」を執筆、中宮寺住持の戒師

選定に関して法隆寺や西大寺の男僧の活動を明

らかにした。これらから近世の在地社会と中宮

寺の関係が明確となった。 
上記の諸研究によって、近世社会における尼

僧を尼寺の役割の一端を明らかにでき、ジェン

ダー研究にも成果があったといえる。しかし、

残された課題も多い。「総持院触留」では幕末

まで 140 点余の翻刻が残る。女性ネットワーク

研究も充分な成果をあげたとは言い難い。これ

らが将来の課題となるだろう。 
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